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中学生のいじめ被害分類と対人関係の関連
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問 題

今までのいじめ被害についての研究は，それぞれの被害

の様態別に検討してきた。しかし， （ ）が指

摘しているように複数様態のいじめ被害は同時に発生す

ることが多い。したがって，被害を個別に研究するのでは

なく，いじめ被害のあり方を分類し検討する必要がある。

本研究では，中学生を対象に潜在クラス理論を用い，被害

をいくつかのクラスを分類し，複数のタイプに被害を分類

する。そして，そのクラスによって，対人関係にどのよう

な違いがあるかを明らかにする。

方 法

調査協力者 中学生 18877 人（男子 9707 人,女子 9075 人,
未記入 95 人），調査時期は 2017 年 7 月。

質問紙の内容

「いじめ被害経験」，「教師との接触」，「教師との関係」，

「親との関係」を 5 件法で回答してもらった。

結 果

クラス数の選定と解釈

週に 1 回以上被害したと回答した生徒いじめ被害者と

し，ダミーコーディングを施して（0 非被害者，1 被害者），

潜在クラス理論で分類した。BLRT 法の結果により， ク

ラスを採択した。

クラスごとの適合度指標

Log L AIC BIC Entropy p
1 19029 06 38074 12 38136 80
2 15299 23 30632 46 30765 65 0 929 0
3 15029 07 30110 13 30313 84 0 945 0
4 14861 95 29793 91 30068 13 0 935 0
5 14826 10 29740 20 30084 93 0 926 0
6 14809 76 29725 52 30140 77 0 929 0
7 14799 78 29723 56 30209 32 0 921 0 118

クラスに命名は各観測変数の該当ありの割合に着目し

て，以下のようにした。

クラスの構成比と観測変数の該当ありの割合
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クラスと対人関係の関連

いじめ被害クラスごとに教師との関係，接触頻度，親と

の関係の特徴を把握するため，分散分析を行った。その結

果，全てにおいてグループごとの主効果は有意だった（

教師頻度 < .001, η 教師関係

< .001, η 親関係

η ）。多重比較の結果，「いじめ無し」グループと

他のグールプで有意差が見られた。特に，全体的にいじめ

被害を受けた生徒と教師の接触頻度が有意に低かった。

クラスと対人関係の関連

考 察

以上より，中学生のいじめ被害のあり方は，いくつかの

タイプに分類可能であることが示唆された。また，もっと

も深刻な被害のクラスであると思われる全体的な被害群

は，他のクラスに比べ教師との接触頻度が低かった。した

がって，深刻化を防ぐには，被害生徒と教師の接触頻度を

より高めることが必要であると考えられる。
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ネガティブ経験から PTG への TEM
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大学生における過去のネガティブ経験の肯定的意味づけに
至る過程とその支援

―ハーディネスの高低に着目して―

○高島啓志（立命館大学大学院） 山本博樹（立命館大学）
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目 的

人は人生の中で様々なネガティブな経験をする

が，時間の経過とともに受容され肯定的意味を持

つようになることは様々な研究から明らかになっ

ているが，過去にネガティブな経験をした大学生

がどのような過程で肯定的意味づけに至ったかに

ついての研究はあまり見られない。また高島

（2019）はハーディネス概念が外傷体験後成長感

（PTG）に影響を与えていると示した。

そこで本研究では，過去にネガティブな体験を

した大学生が，その経験に肯定的意味づけをして

立ち直り，PTG を獲得する過程をハーディネスの

高低の視点から検討する。

方 法

参加者 大学生 210 名（男性 83 名，女性 127 名，

平均年齢 21.01 歳，SD=1.80）に質問紙調査を行

った。

手続き 初めにネガティブ経験の有無について回

答を求めた。ここでは大学生への心理的負担や不

快感を生じさせる可能性を考慮し“学業に関する

こと”“人間関係のこと”“継続して行ってきたこ

と”“その他”という領域からの回答を求めた。さ

らにそのネガティブ経験を本調査者に語ることが

できるかの回答も求めた。

またハーディネスの高低については東條・佐々

木（2004）の大学生用ハーディネス尺度の 27 項

目を 4 件法で回答させた。

そして質問紙調査において経験を語ることがで

きると回答した大学生の中から，ハーディネス得

点の高かった 2 名と低かった 1 名に対して一対一

の半構造化面接を 3 回行った。初回面接ではつら

い時期の対処法，つらくなくなり始めたきっかけ，

どのように成長できたと思うかについて具体的な

過程を調査し，その内容を整理したものを 2 回目

の面接で確認を求め加筆を行い，3 回目の面接で

は語りの内容の最終確認を求めた。 
 

結果と考察

）大学生の過去のネガティブ経験に関する調査

大学生が今までに体験したネガティブ経験につ

いて上に示す 4 つの領域で回答を求めた結果，選

択された経験は順に 27 名，143 名，29 名，11 名

であった。この結果についてχ2検定を行ったとこ

ろχ2 (3)=211.71，p＜.01 であり各領域における

多重比較においても学業＜人間関係，継続＜人間

関係，その他＜人間関係であったことから，人間

関係に関するネガティブ経験が最も多かった。 
）大学生の肯定的意味づけに至る径路の検討

面接調査については，質問紙調査において最も

多かった「人間関係のこと」を選択した大学生 3
名に面接を行い，複線径路モデル図（TEM 図）を

作成した（Figure 1）。
ネガティブな経験をした大学生は一度その経験

について熟考・反芻することで自分なりの解決策

を講じるものの，それでも対処できないと分かっ

た際に信頼できる他者に自己開示をすることで他

者からサポートやアドバイスを受け，そのサポー

トやアドバイスを元に前向きな熟考をし始める。

そうすることで当事者を悩ませていた問題が解決

し，PTG を獲得するという径路が今回の調査から

は導かれた。

ハーディネス得点の高低では，PTG の獲得に至

る径路の違いは見受けられなかったが，ハーディ

ネス得点の低かった 1 名の語りと，高かった 2 名

の語りを比較すると，ハーディネス得点の低かっ

た者は問題からの逃避をより長い時間行っていた

ことが明らかとなった。

本面接調査からは 3 名全員において自己開示に

よる他者からの支援を受けたことで PTG が獲得

されたことから，PTG の獲得には自己開示および

ソーシャル・サポートによる支援の重要性が示唆

された。具体的支援方法についてはさらなる調査

が必要となるだろう。
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